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　「そうそう、民謡が好きなのよね」と笑顔で利用者と話す柿澤竹代さん（５７歳）。
平成１９年度の神奈川県介護賞を受賞した柿澤さんは、「シルバータウン相模原特別
養護老人ホーム」（相模原市大野台）の介護員をつとめ、今年で２３年目を迎える。
　「働きはじめた当時は、介護の知識がほとんどなく不安でしたが、先輩職員の温
かい指導と利用者の笑顔に支えられ、あっという間でした」とふりかえる。
　２３年の間には、利用者と心を通じ合わせるのに苦労したこともあった。それで
も心をこめて接する中で利用者が言ってくれた「ありがとう」の言葉に、介護の
現場で働くよろこびを感じたという。感謝の気持ちと信頼関係を大切に、「“人生
の先輩”としてしっかり向き合っています」と話す。
　趣味はスキーという活動的な一面も持つ柿澤さん。毎年、雪の季節には家族と
スキーを楽しんでいる。「ここまで続けてこられたのは家族の協力のおかげ。家
族と一緒に過ごす時間は私の大切なエネルギー源ですね」と明るく笑う。

「ありがとう」の言葉に感謝して
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～地域福祉コーディネーター活動モデル事業～

　

社
会
福
祉
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
地
域
福
祉
」
と
は
、
障
害
が
あ
っ
て
も
高
齢
に
な
っ
て
も
誰
も
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
、
孤
立
し
な
い
、
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
地
域
福
祉
の
実
践
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
ニ
ー
ズ
を
受
け

と
め
、
課
題
解
決
に
動
く
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
う
し
た
人
材
を
神
奈
川
県
で
は
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
総
称
し
、「
神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
（
平
成
十
七
年
三
月
策
定
）」
に
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
推
進
」
を
位
置

づ
け
、
そ
の
理
念
の
普
及
や
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
考
え
方

　

少
子
高
齢
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。
核

家
族
や
単
身
世
帯
も
増
え
、
身
近
な
地
域

で
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、
家
族
や
近

隣
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ

て
き
た
支
え
合
い
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
る

地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
な
ど
が
活

発
化
し
、
介
護
や
子
育
て
な
ど
地
域
生
活

を
支
え
る
う
え
で
の
重
要
な
場
面
で
も
大

き
な
力
を
発
揮
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
例
に
み
て
も
、
地
域
の
中
で

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
に
は
介
護
保

険
な
ど
の
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
足

り
ず
、
身
近
な
住
民
同
士
の
支
え
合
い

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
、
当
事
者
に
よ
る
活
動
な
ど
、

複
合
的
に
支
え
合
う
�
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
�
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

の
�
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�
づ
く
り
に
向

け
て
、
既
存
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
に
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や
拠
点
を
創
り
だ
し
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
と
住
民
活
動
を
つ
な
ぐ
な

ど
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
力
強
く
動

い
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
が
、
県
内
の

様
々
な
活
動
の
実
態
か
ら
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
そ
う
し
た
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
は
、
住
民
と
し
て
活
動
し
て
い
た
り
、

専
門
職
で
あ
っ
た
り
と
様
々
な
立
場
で
あ

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
神
奈
川
県

は
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
職

種
や
資
格
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
に
こ
だ

わ
ら
ず
、�
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�
づ
く
り

に
向
け
て
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る
専
門
職

や
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
中
で
、
実
際
に

「
動
け
る
」
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。

市
町
村
社
協
の
取
り
組
み 

―
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

活
動
モ
デ
ル
事
業
―

　

本
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
市
町
村
社
協
を
モ
デ
ル
指

定
し
、
市
町
村
社
協
は
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
考
え
方
を
も
と
に
人
材

育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度

は
、
茅
ケ
崎
市
社
協
、
南
足
柄
市
社
協
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
秦
野
市
社
協
を
指

定
し
、
活
動
費
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に

必
要
に
応
じ
て
県
社
協
職
員
を
派
遣
し
、

他
地
域
で
の
事
例
や
制
度
の
紹
介
な
ど
の

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

◆
身
近
な
地
区
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

い
る
拠
点
づ
く
り
（
茅
ケ
崎
市
社
協
）

　

茅
ケ
崎
市
は
、
概
ね
中
学
校
区
程
度
、

自
治
会
連
合
会
と
同
じ
範
囲
で
十
二
の
地

区
社
協
が
組
織
化
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
理

解
や
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
講
座
や
交

流
活
動
、
福
祉
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
社
協
の
力
を
地
区

内
で
も
っ
と
活
か
し
て
も
ら
お
う
と
、
市

社
協
は
、
市
と
の
協
力
の
も
と
、
地
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
を
進
め
て
お

り
、
既
に
三
地
区
で
拠
点
を
確
保
し
、
支

え
あ
い
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
既
設
セ
ン
タ
ー
の

強
化
と
、
残
る
九
地
区
へ
の
セ
ン
タ
ー
設

置
促
進
の
た
め
の
人
材
育
成
の
場
と
し

て
、
市
社
協
は
「
地
域
福
祉
の
担
い
手
育

成
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

各
地
区
社
協
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
と

と
も
に
、
地
区
の
課
題
発
見
、
活
動
上
の

役
割
分
担
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
講
義
、
既
設
セ

ン
タ
ー
の
実
践
報
告
・
見
学
な
ど
を
交
え
、

学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

委
員
に
は
、
地
区
活
動
の
牽
引
役
と
し

て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
委
員

と
地
区
社
協
の
協
働
の
た
め
の
接
点
づ
く

福祉コミュニティづくりのキーパーソンが育つ場を
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ら
も
れ
て
し
ま
う
人
に
対
し
、
市
社
協
や

地
域
福
祉
会
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
資

源
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、

子
育
て
中
の
親
や
高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
よ
う
な
住
民
の
た
ま
り
場
づ
く

り
、
身
近
な
地
域
で
障
害
児
者
を
支
え
る

た
め
の
活
動
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
従
来
か
ら
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
新

た
な
連
絡
会
を
も
と
に
（
秦
野
市
社
協
）

　

秦
野
市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
全

地
区
に
自
治
会
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た
約

二
百
名
が
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
二
〜
十

五
年
に
か
け
て
、
身
近
な
地
区
で
の
個
別

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
行
う
た
め
の
チ
ー
ム

が
組
織
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
社
協
で

は
、
モ
デ
ル
指
定
を
機
に
、
こ
う
し
た

方
々
を
対
象
に
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
考
え
方
や
新
た
な
地
域
福
祉
の

課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
を

持
ち
、
従
来
か
ら
活
動
し
て
い
る
方
々
の

意
欲
を
高
め
、
新
た
な
考
え
方
を
伝
え
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障

害
者
支
援
施
設
地
域
相
談
担
当
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
グ

ル
ー
プ
代
表
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
な

ど
か
ら
な
る
地
域
福
祉
連
絡
会
を
設
置

し
、
市
内
の
課
題
を
把
握
・
整
理
し
、
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
人
々
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
連
絡
会
で
は
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
の
も

り
も
課
題
と
し
て
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
課
題
解
決
を
含
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◆
異
な
る
立
場
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
共
に

学
習
し
て
い
く
（
南
足
柄
市
社
協
）

　

南
足
柄
市
で
は
、
市
内
三
十
四
自
治
会

を
単
位
と
す
る
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
組

織
の
地
域
福
祉
会
や
地
域
ご
と
の
自
主
防

犯
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
暫
金
時
隊
（
し
ば
ら

く
き
ん
と
き
た
い
）
が
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
域
ご
と
の
組
織
に
所
属

す
る
方
と
、
手
話
通
訳
者
、
障
害
児
の
保

護
者
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

な
ど
か
ら
十
一
名
が
参
加
し
て
「
地
域
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、
メ
ン
バ
ー
の
行
っ
て
い
る
活
動
や
そ

こ
か
ら
見
え
る
課
題
を
論
議
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
会
議
室
か
ら
出
て
、
市
内
外

の
サ
ロ
ン
等
の
視
察
研
修
（
市
内
子
育
て

サ
ロ
ン
、
駒
ヶ
根
市
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
相

模
原
市
藤
野
町
子
育
て
サ
ロ
ン
、
松
田
町

地
域
の
茶
の
間
）、
体
験
学
習
（
車
イ
ス
、

視
覚
障
害
者
誘
導
、
市
社
協
の
行
う
障
害

児
レ
ス
パ
イ
ト
事
業（
注
）へ
の
参
加
）
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏
ま

え
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
検
討
し
、
具
体
的
な
事
業
の
実
施
計

画
を
立
案
し
て
い
く
予
定
で
す
。
地
域
か

ら
孤
立
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
網
の
目
か

と
、
市
内
の
公
民
館
で
集
う
母
親
の
意
識

調
査
な
ど
を
行
う
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、

よ
り
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
行
動
し
て
い

く
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
考
え

方
は
「
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

い
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
い
ず
れ
の
地

域
で
も
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
い
く
取
組
み
で
は
、
理
屈

に
基
づ
い
て
人
々
が
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
共
通
の
体
験
や
論
議
を
重
ね
て
い
く

こ
と
で
初
め
て
醸
成
さ
れ
る
合
意
形
成
が

い
か
に
大
切
か
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
モ
デ

ル
事
業
で
は
、
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
活

動
へ
の
支
援
と
い
う
、
社
協
が
従
来
か
ら

テ
ー
マ
に
し
て
き
た
こ
と
と
重
な
る
重
要

な
取
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

○
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
紹
介

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
無
料
。
送
料
の
み

ご
負
担
く
だ
さ
い
）

�　

－

　

－

１
４
２
５

045

311

注：

障
害
児
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

家
庭
の
必
要
に
応
じ
て
日
中
ま
た

は
宿
泊
で
一
時
的
に
預
っ
た
り
、

家
族
に
代
わ
っ
て
送
迎
す
る
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業

「地域福祉コーディ 
ネーター」リーフレット
（２００７年３月発行）

茅ヶ崎での地区ボランティア
センターの様子
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住
民
の
手
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

〜
平
成
十
九
年
度
第
一
回
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
活
動
交
流
会

　

安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
地
域
で
は
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
子
ど
も
の
登

下
校
時
の
見
守
り
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、
様
々
な
自
主
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

去
る
十
月
二
十
日
、
県
内
で
活
動
す
る

自
主
防
犯
活
動
団
体
の
交
流
と
情
報
共
有

を
目
的
に
、「
平
成
十
九
年
度
第
一
回
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
活
動
交
流
会
」
が

県
並
び
に
県
警
察
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
ま
ず
、
日
本
女
子
大
学

人
間
社
会
学
部
教
授
の
清
永
賢
二
氏
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
永
氏
は
「
犯
罪

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
起

こ
っ
て
は
な
ら
な
い
場
所
で
の
犯
罪
は
起

こ
さ
せ
な
い
な
ど
、
犯
罪
を
管
理
す
る
こ

と
は
で
き
る
。
防
犯
に
は
、
異
な
る
も
の

を
除
外
す
る
と
い
う
監
視
で
は
な
く
、
相

互
に
包
み
込
み
合
う
『
見
守
り
あ
い
』
が

有
効
で
あ
り
、
小
学
校
区
さ
ら
に
は
町
内

の
単
位
で
、
犯
罪
防
止
に
特
化
す
る
の
で

は
な
く
生
活
全
体
を
見
守
り
あ
う
こ
と
が

重
要
だ
」
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
語
源

に
ふ
れ
な
が
ら
、「
皆
で
一
緒
に
地
域
に

住
み
続
け
る
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
い
こ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ま
ち
づ
く
り
と
防
犯
分
科

会
、
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
る
分
科
会
に

分
か
れ
、
参
加
者
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
区
内
の
複
数
の
自
治
会
が
連

携
し
て
の
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
見
守
り

活
動
な
ど
、
自
主
防
犯
の
取
組
み
が
次
々

と
紹
介
さ
れ
、
活
動
の
手
応
え
や
悩
み
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
民
同
士
が
声
を
か
け
あ
い
、
見
守
り

あ
う
取
組
み
を
実
践
す
る
自
主
防
犯
活
動

団
体
に
は
、
住
民
自
身
に
よ
る
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
役
と
し
て
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

協
働
で
〜
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜

二
十
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
つ
り

　
（
財
）横
浜
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
会

の
「
設
立
二
十
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま

つ
り
」
が
、
十
月
二
十
一
日
に
横
浜
市
戸

塚
区
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
や
環
境
問
題
に
取
り
組
む
団

体
、
科
学
体
験
や
食
育
を
通
し
て
子
ど
も

の
育
ち
や
学
び
を
支
援
す
る
団
体
、
子
育

て
中
の
母
親
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
五
十
三
の

市
民
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
企
画
を
持
ち
込

み
、
展
示
や
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
多
く
の
方
々
が
市
民
団
体
・
グ
ル
ー

プ
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

協
会
で
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
に
向
け
、

女
性
の
就
業
支
援

は
も
と
よ
り
、
女

性
や
子
ど
も
へ
の

暴
力
な
ど
の
困
難

の
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援
や
、
女
性

（
男
性
）
の
心
と
か
ら
だ
、
生
き
方
の
悩

み
を
わ
か
ち
あ
う
自
助（
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
）

グ
ル
ー
プ
へ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
の
提

供
や
助
成
な
ど
の
支
援
、
市
民
グ
ル
ー
プ

・
団
体
に
よ
る
市
民
企
画
講
座
へ
の
支
援

や
啓
発
教
材
の
共
同
開
発
な
ど
、
多
岐
に

渡
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
周
年
を
迎
え
、
市
内
に
三
館
あ
る

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
今
後
も
市
民
団
体

・
グ
ル
ー
プ
と
の
協
働
に
よ
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
が

一
層
進
め
ら
れ
ま
す
。

講演ではイギリスの事例なども紹介され、
参加者は熱心に耳を傾けていました
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児
童
福
祉
施
設
で
生
活
す
る
子
ど
も
た

ち
の
最
善
の
利
益
の
確
保
の
た
め
に
ー

児
童
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
評
価

　

県
立
総
合
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
と
人

権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
は

か
る
「
か
な
が
わ
子
ど
も
人
権
相
談
室
事

業
」
の
一
事
業
と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
、

児
童
自
立
支
援
施
設
、
乳
児
院
、
児
童
相

談
所
一
時
保
護
所
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

医
師
、
大
学
教
員
、
福
祉
関
係
者
な
ど
の

評
価
委
員
に
よ
る
「
児
童
福
祉
施
設
サ
ー

ビ
ス
評
価
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
に
開
始
さ
れ
た
こ
の
第

三
者
評
価
事
業
は
行
政
が
直
接
担
っ
て
い

る
点
や
、
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
所
も

評
価
の
対
象
と
し
て
い
る
（
平
成
十
七
年

度
か
ら
）
点
な
ど
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

取
組
み
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
施
設
が
評
価

結
果
を
ふ
ま
え
て
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
際
の
支
援
策
と
し
て
、
当
該
施
設
の
第

三
者
評
価
を
担
当
し
て
い
な
い
評
価
委
員

が
施
設
を
訪
問
し
て
職
員
へ
の
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ズ
を
行
う「
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
児
童
福
祉
施
設
で
は
、
虐
待
な

ど
複
雑
な
背
景
を
抱
え
る
子
ど
も
の
入
所

が
増
え
、
援
助
や
対
応
の
困
難
度
が
増

し
、
職
員
の
精
神
的
負
担
も
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

職
員
と
の
フ
リ
ー
の
意
見
交
換
の
時
間
も

設
け
ら
れ
て
お
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
あ
る
施
設
か
ら
は
「
職
員
に

と
っ
て
、
児
童
福
祉
施
設
で
の
援
助
の
困

難
さ
を
第
三
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
機
会

と
し
て
も
重
要
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
、
援
助
内
容
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ズ
と
と
も
に
、
職
員
の
意
欲
向
上
に
つ
な

が
る
機
会
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
ま
す
。

　

第
三
者
評
価
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

と
も
に
着
実
に
実
績
が
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
施
設
、
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

の
確
保
に
む
け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
問
合
先
】

　

県
立
総
合
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー　

地
域

企
画
課
�
０
４
６
６－

８
４－

５
７
０
０

　

※
評
価
結
果
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

の
内
容
は
神
奈
川
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.jp/osir

ase/13/1359/jinken/ryouiku43.htm
l
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参加と協働のページ

ま
ず
は
受
け
止
め
る
こ
と
を
大
切
に

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
か
ら

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
年
間
二
、
〇
〇
〇
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
」
を
は
じ

め
、
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
窓
口
で
は
�
ま
ず
は
受
け
と
め
る
�
こ
と
を
大
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ボランティア希望相談　１４．６％�
ボランティア活動を希望する�
人への活動紹介など�

ボランティア募集相談　９．７％�
ボランティアを募集する�
グループ等からの相談など�

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
な
い
よ
う
に

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
い
う
言
葉
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近

な
も
の
と
し
て
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
頼
む
」「
頼
ま
れ
て
」
と
い

う
関
係
で
の
活
動
は
、
多
く
の
方
々
は
ま

だ
不
慣
れ
で
す
。
そ
の
た
め
、
依
頼
側
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
の
期
待
や
思
い
、
活
動

の
イ
メ
ー
ジ
が
す
れ
違
い
、
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
す
る
側
、
活
動
す
る

側
、
双
方
へ
の
相
談
を
通
し
て
、
ミ
ス
マ

ッ
チ
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
『
家
族
が
施
設
を
利
用
し
て
い
る
の
で

す
が
、
病
院
へ
行
く
際
は
家
族
が
付
き
添

っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
対
応
で
き
な
く

困
っ
て
い
る
。
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
ま
せ
ん
か
』

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
し
た
い
と
い
う

相
談
で
し
た
が
、
利
用
し
て
い
る
の
は
ど

の
よ
う
な
施
設
か
な
ど
、
詳
細
を
確
か
め

る
や
り
と
り
の
中
で
、
相
談
の
内
容
が
施

設
の
対
応
に
つ
い
て
の
不
満
へ
と
変
わ
り
、

施
設
側
の
意
向
に
対
し
て
相
談
者
が
困
惑

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
相
談
者
が
施
設
か
ら

の
依
頼
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
ら
よ

い
の
か
を
理
解
・
納
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
者
の
お
住
ま
い
に
近
い
、

関
係
の
相
談
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
し

た
。
後
日
、
相
談
者
か
ら
『
身
近
で
相
談

で
き
る
場
所
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
』
と

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
相
談

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口

に
は
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
に

は
『
対
応
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
ま

せ
ん
』
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
相
談
者

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
相
談
に
の
っ
て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
。
活

動
先
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方
に

も
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
な
ど
し
、
本
人
が

身
近
な
と
こ
ろ
で
活
動
の
場
を
見
つ
け
、

力
を
生
か
せ
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

平成１８年度　かながわボランティアセンター相談実績（２４４５件）にみる相談分類の内訳
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会場は、熱心に話に聞きいる参加者で
ほぼ満席となりました

　

十
月
一
日
は
福
祉
用
具
の
日
で
す
。
平

成
五
年
十
月
一
日
に
「
福
祉
用
具
の
研
究

開
発
お
よ
び
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
こ
の
日
を
記
念
し
、
去
る
十
月
十

日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
用
具
の
日
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
介
護
支
援
専
門
員
や
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
を
中
心
に
約
九
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
法
改
正
の
流
れ

　

前
半
は
「
介
護
保
険
法
改
正
そ
の
後
〜

規
制
緩
和
の
後
、
現
場
は
ど
う
受
け
止
め

た
か
？
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
理
学
療
法
士
と
し
て
長
年
福
祉
用
具

相
談
に
携
わ
っ
て
い
る
望
月
彬
也
氏
を
講

師
に
迎
え
、
法
改
正
の
流
れ
と
、
今
後
の

福
祉
用
具
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
の
介
護
保
険
法
改
正
で
は
、

軽
度
要
介
護
者
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
利

用
に
制
限
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
律
制
限
へ
の
批
判
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
尊
重
の
声
を
受
け
て
、
今
年
四
月
に
一

部
見
直
し
が
行
わ
れ
、
疾
病
そ
の
他
の
原

因
に
よ
り
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
な
ど
の
事
例
を
提
示
）
福
祉
用
具

が
必
要
な
状
態
と
な
っ
た
場
合
、
①
医
師

の
所
見
②
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
で
の

適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
③
市
町
村
長

の
確
認
の
条
件
で
給
付
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

専
門
相
談
員
の
活
用
を

　

ま
た
、
福
祉
用
具
の
選
定
に
あ
た
り
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
な
ど
の
専
門
家
の

活
用
が
明
記
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
な
ど
で
、
連
携
を
図
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
望
月
氏
は
こ
れ
ら
の
改
正
点
を

ふ
ま
え
な
が
ら
、
現
状
で
は
ま
だ
相
談
員

が
十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
触

れ
、
相
談
員
の
レ
ベ
ル
に
も
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
今
後
は
専
門
職
と
し
て
さ
ら
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
利
用
者
や
介
護
者
が
、
福
祉

用
具
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
が
な
い
た
め

に
、
不
適
切
な
用
具
の
導
入
や
使
用
方
法

に
よ
っ
て
、
身
体
機
能
の
低
下
を
起
こ
す

危
険
性
や
、
日
本
の
住
宅
事
情
と
介
護
の

実
態
に
あ
っ
た
福
祉
用
具
の
普
及
と
、
老

老
介
護
で
も
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
開

発
の
必
要
性
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
用
具
に
ふ
れ
る
機
会

　

後
半
は
、（
社
）
日
本
福
祉
用
具
供
給
協

会
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
の
協
力
に
よ
り
、
福

祉
用
具
の
展
示
と
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
事
業
者
か
ら
直
接
説

明
を
受
け
て
、
詳
し
い
使
い
方
や
カ
タ
ロ

グ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
実
際
の
使
い
勝

手
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
実
際
に
リ
フ
タ
ー
を
使
っ
て
移
動

し
て
実
感
が
つ
か
め
た
」「
新
し
い
車
い
す

や
ベ
ッ
ド
が
展
示
さ
れ
、
参
考
に
な
っ

た
」
と
の
声
が
あ
り
、
体
験
で
き
る
場
を

求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

供
給
協
会
は
、「
単
に
商
品
を
提
供
す

る
の
で
は
な
く
、
介
護
支
援
専
門
員
と
連
携

し
て
適
切
な
使
い
方
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

知
識
や
経
験
を
積
み
、
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
の
地
位
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
者
と
し
て
も
研
修
や
展
示
会

な
ど
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後

の
福
祉
用
具
の
利
用
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

車いすからの移乗体験の様子。
体験者からは「意外と安定している 
ね」などの感想がありました

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い　

〜
福
祉
用
具
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

◇
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
＝
厚
生
労
働
省

の
指
定
講
習
を
修
了
す
る
と
得
ら
れ
る
資

格
。
介
護
保
険
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業

所
に
配
置
義
務
が
あ
る
。
今
年
七
月
に
職

能
団
体
と
し
て
全
国
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

泉
の
森
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う 

〜
散
歩
や
森
林
浴
・
湿
生
植
物
を
散
策
〜

　

大
和
市
内
に
広
が
る
『
泉
の
森
』
は
、

引
地
川
の
水
源
地
を
中
心
に
、
約
四
十
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
自
然
保
全
地
帯

の
森
で
す
。
し
ら
か
し
の
木
な
ど
豊
か
な

樹
木
と
水
辺
を
生
か
し
た
こ
の
森
は
、
国

道
二
四
六
号
線
を
ま
た
い
だ
両
側
に
広
が

っ
て
お
り
、
散
歩
や
森
林
浴
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
に
最
適
な
場
所
で
す
。
敷
地
内
に

は
、
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
、
湿
生
植
物
園
、

緑
の
か
け
橋
と
水
車
小
屋
、
わ
ら
ぶ
き
屋

根
の
郷
土
民
家
園
な
ど
が
点
在
し
て
お

り
、
約
五
十
種
類
の
野
鳥
や
、
約
四
五
〇

種
類
の
植
物
の
自
然
観
察
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

水車小屋の付近。辺り一面にはその
名の通り、森が広がっています

　

自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
し
の
家
で

は
、
昆
虫
や
野
鳥
、
植
物
な
ど
を
と
り
ま

く
環
境
や
生
態
観
察
等
を
テ
ー
マ
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
観
察
会
や
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

は
泉
の
森
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
是
非
の
ぞ
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場 

〜
仲
間
と
楽
し
む
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
〜

　

朝
夕
の
冷
え
込
み
が
日
増
し
に
進
み
、

や
が
て
訪
れ
る
冬
を
控
え
た
今
日
こ
の

頃
、
ス
ポ
ー
ツ
で
体
力
の
維
持
を
は
か
る

と
食
欲
も
旺
盛
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

樹
木
が
茂
る
森
を
散
策
す
る
だ
け
で
な

く
、
家
族
や
仲
間
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
て

楽
し
く
過
ご
せ
る
『
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

場
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

緑
の
か
け
橋
や
水
車
小
屋
の
辺
り
か
ら

く
ぬ
ぎ
の
森
を
抜
け
て
西
の
エ
リ
ア
の
方

に
進
ん
で
行
く
と
、
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

場
は
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
場
で
は
、
食
材
を
持
ち
込
め
ば
必
要
な

器
具
や
道
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
く

木陰が涼しげなバーベキューエリア。車椅子で
もラクラクのテーブルで存分に楽しめます

れ
ま
す
の
で
、
身
軽
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
燃
料
費
に
つ
い
て
は
有
料
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
を

利
用
す
る
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

の
で
お
忘
れ
な
く
（
完
全
予
約
制
）。

　

安
心
＆
便
利
情
報
と
し
て
は
、
付
近
に

障
害
者
対
応
ト
イ
レ
が
あ
る
の
で
安
心
し

て
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
相
模
大
塚
駅
か

ら
泉
の
森
に
向
か
う
道
筋
に
大
き
な
ス
ー

パ
ー
が
あ
る
の
で
、
食
材
を
仕
入
れ
て
行

く
こ
と
も
可
能
で
す
。
泉
の
森
に
は
全
部

で
四
カ
所
の
駐
車
場
が
あ
り
、
車
で
の
ア

ク
セ
ス
も
可
能
で
す
（
車
イ
ス
駐
車
ス
ペ

ー
ス
も
あ
り
）。

　通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生活を目指
してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や各種情報提供、障
害者施策の研究・提言など障害当事者の目線で共生社会の実現を目指し
た活動を展開。現在、以下の３ヶ所を拠点に活動中。
〈厚木事務所／法人本部〉　厚木市愛甲９５３－２
�：０４６－２４７－７５０３　　ＦＡＸ：０４６－２４７－７５０８
〈平塚事務所／デイサービスセンター・キルク〉　平塚市桃浜町２－３６
�：０４６３－３５－２７１０　　ＦＡＸ：０４６３－３５－２７８６
〈足柄事務所／あしがら自立生活センター〉　南足柄市関本６０９－１
�：０４６５－７１－０５０１　　ＦＡＸ：０４６５－７１－０５０２
法人HP（URL） http://www.kilc.org　E-mail info@kilc.org

ＮＰＯ法人神奈川県障害者自立生活支援センター

大和、泉の森へ
～相鉄線、相模大塚駅周辺のオアシス～
秋らしく、朝夕一段と冷え込む時期となりました。今回の大和市で
は、相鉄線の相模大塚駅から歩いて行くことのできる『泉の森』を散
策しました。この自然公園では、行事や催し物も開催されていて、ア
クティブに自然を感じることができます。空気が澄むこの季節だから
こそ、秋晴れの行楽日和には是非あなたも出かけてみませんか？
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今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
山
北
駅
の

す
ぐ
近
く
、
山
北
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く

ら
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

テ
ィ
ア
で
出
演
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
コ
ー
ラ
ス
で
幕

を
開
け
、
楽
器
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

や
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
な
ど
六
組
の
多

彩
な
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
近
隣
の
高

齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
々
も
招
か
れ
て
お
り
、
一
緒

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ　
in

「
さ
く
ら
」の
ご
紹
介

を
込
め
て
、
運
営
主
体
で
あ
る
と
も
し

び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
運
営
委
員
会
の
主

催
に
よ
る
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
十
七
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
音
楽

祭
は
、
毎
年
、
地
元
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

と
し
て
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

◇
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
◇

　

※
問
合
せ
は
山
北
町
社
協
ま
で

　

�
０
４
６
５－

　

－

１
２
９
４

７５

　

　

御
殿
場
線
沿
線
の
桜
並

木
が
有
名
な
こ
と
か
ら

「
さ
く
ら
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
こ
の
シ
ョ
ッ
プ
は
、

平
成
十
六
年
に
開
店
し
、

喫
茶
・
軽
食
の
ほ
か
、
地

元
の
農
産
物
や
お
菓
子
な

ど
も
販
売
し
、
子
ど
も
か

ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
世

代
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

去
る
十
月
二
十
日
（
土
）

に
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の
意

に
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手

拍
子
を
た
た
い
た
り
と
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
心
地
よ
い
陽
気

と
素
敵
な
音
楽
に
、
来
場
さ

れ
た
皆
さ
ん
も
心
が
癒
さ

れ
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
通
じ

て
、
シ
ョ
ッ
プ
の
思
い
も
十

分
に
伝
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
に
愛
さ
れ
る
シ
ョ
ッ
プ

＝インフォメーション＝＝インフォメーション＝
【泉の森】大和市上草柳１７２８番地
■ホームページ　http://www.yamato-zaidan.or.jp/institution/ync/index.html
■問い合わせ　　管理運営：財団法人大和市スポーツ・よか・みどり財団
　　　　　　　　　　　　　大和市自然観察センター　�０４６－２６４－６６３３
■アクセス
○相鉄線・相模大塚駅から〈徒歩約１５分〉
・相模大塚駅改札を出て右（北側）に降りる�ロータリー周辺に案内板あり。
※車イスでの利用者は、南側エスカレーター（車イス対応）を利用して下さい。
○横浜方面からお車でお越しの場合
・国道２４６号バイパスを厚木方面へ�「海老名・鶴間駅」という案内標識が見えた
ら左車線（側道）に入る�左手に泉の森キャンプ場の駐車場あり　（キャンプ場利
用者はこちらへ）�さらに直進すると上草柳の交差点があるので信号左折�左手の
トラックステーションを過ぎてすぐ左折�約５００ｍ先左手に泉の森第２駐車場。
　※厚木方面からは、旧２４６号線を過ぎてから立橋を渡りＵターンして下さい。
■駐車場
・土・日・祝日は混雑しますのでなるべく公共機関をご利用ください。
・駐車場の利用時間：９：００～１７：００まで
※但し、夏期（６／１～９／３０）は９：００～１９：００まで
■ふれあいキャンプ場
　完全予約制。�０４６－２６０－５７９５

相鉄線バリアフリー情報�（２００６年６月１日現在・ＨＰ情報より）�

（★※）は、相鉄ジョイナスのエレベーター・エスカレーターをご利用いただけます。�

相模大塚駅から地上に降りるに
は、このエスカレーターを利用

エレベーター�

階段昇降機�

多目的トイレ�スロープ�
（ホーム内）�

車イス対応�
エスカレーター�

�★�

�□�

�◆�

�☆�

�●�

マーク�
一覧�
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大
和
市
の
巻

〜
多
様
な
主
体
と
と
も
に

連連載載

神
奈
川
の
福
祉
は
今
【
第
七
回
】

神
奈
川
の
福
祉
は
今　
【
第
七
回
】

面　　積：２７．０６平方㎞
人　　口：２２２，９１７人（２００７年１０月１日現在）
高齢化率：１６．９％
施 設 数：高齢者福祉施設等４０
　　　　　（特養・老健・グループホーム・デイサービスセンター等）
　　　　　障害者福祉施設等２６
　　　　　（更生施設・授産施設・支援施設・地域作業所等）
　　　　　保育所１４　
　　　　　知的障害児通園施設１

大和市�

大磯町�

平塚市平塚市�平塚市�

相模原市相模原市�相模原市�

　

神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
大

和
市
は
、
私
鉄
三
線
・
八
つ
の
駅
と
縦
横

に
走
る
主
要
幹
線
道
路
と
い
う
交
通
の
利

便
性
に
よ
っ
て
都
市
化
が
す
す
み
、
県
内

で
も
川
崎
市
に
次
い
で
人
口
密
度
が
高
い

地
域
で
す
。
平
成
十
二
年
、
人
口
が
二
十

万
人
を
超
え
た
こ
と
を
機
に
、
特
例
市
に

移
行
し
ま
し
た
。

顔
の
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し
た
い

　

大
和
市
社
協
で
は
、
発
足
時
か
ら
地
区

社
協
を
基
盤
と
し
た
地
域
組
織
化
と
拠
点

確
保
を
重
点
課
題
に
す
え
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
と
い
う
県
内
で
も
早
い
時
期

に
策
定
さ
れ
た
市
社
協
発
展
計
画
で
は
、

「『
対
象
者
の
日
常
的
な
生
活
領
域
に
お

け
る
ハ
ン
デ
ィ
を
日
常
的
生
活
場
面
で
援

助
す
る
活
動
』
と
し
て
の
地
区
社
協
づ
く

り
を
基
盤
に
、
市
域
全
体
に
わ
た
る
組
織

化
活
動
を
す
す
め
て
い
く
」
と
記
載
さ
れ

て
お
り
、
日
常
生
活
圏
域
で
の
住
民
に
よ

る
課
題
解
決
と
い
う
、
地
区
社
協
の
役
割

が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
十
一
地
区
社
協
の
う
ち
、
五
つ

の
地
区
社
協
で
個
別
支
援
の
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
社
協
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
各
地
区
を
担
当
す
る

職
員
を
配
置
し
て
お
り
、
日
々
地
区
の
会

議
や
事
業
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
住
民
と

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
だ
け
の
力
で
は
解
決
し
づ
ら
い

困
り
ご
と
に
対
し
、
把
握
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
情
報
提

供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
和
市
で
は
、
地
区
社
協
を
基
盤
に
し

た
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
を
通
し
、「
住

民
自
身
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
よ
る
協
働

■
和
田
地
区
・
い
ち
ょ
う
団
地

〜
多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
て

　

大
和
市
和
田
地
区
内
に
あ
る
県
営
い

ち
ょ
う
団
地
は
、
横
浜
市
泉
区
と
大
和
市

に
ま
た
が
る
約
三
千
六
百
世
帯
の
大
き
な

団
地
で
す
。
団
地
の
二
割
近
く
が
「
外
国

に
つ
な
が
る
住
民
」（
※
）
の
世
帯
で
す
。

　

大
和
市
側
の
い
ち
ょ
う
下
和
田
団
地
連

合
自
治
会
長
の
遠
藤
武
男
さ
ん
は
、
共
生

に
向
け
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
部
の
日
本
人
住
民
か

ら
、「
な
ぜ
イ
ベ
ン
ト
に
外
国
人
を
参
加

さ
せ
る
の
か
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
、
し
ば
し
ば
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
遠
藤
さ
ん
は
「
き
ち
ん
と
話
を
す
れ

ば
お
互
い
分
か
り
合
え
ま
す
。
ま
ず
は
ひ

と
こ
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
」
と
強
調
す
る
よ
う
に
、
一
つ
ひ
と

つ
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
の
二
月
、
共
生
に
向
け
た
自
治
会

の
取
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
中
国
人
の

方
を
講
師
に
迎
え「
水
餃
子
を
つ
く
る
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
渋
谷
中
学
校
内
に

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
下
和
田

の
郷（
さ
と
）」
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
下
和
田
の
郷
を
運
営
す

る
「
渋
谷
き
ん
り
ん
未
来
の
会
」
の
協
力
の

ほ
か
、
大
和
市
国
際
化
協
会
や
市
社
協
の

支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
区
側
か
ら
も
参

加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
地
域

を
越
え
た
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
十
一

月
十
八
日
に
は
第
二
回
目
と
な
る
「
ベ
ト

ナ
ム
料
理
教
室
」が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら
い
ち
ょ
う
団

地
の
あ
る
和
田
地
区
社
協
の
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
高
齢
化
し
孤
立
が
ち
に
な
っ

て
い
る
「
外
国
に
つ
な
が
る
住
民
」
に
対

し
、
地
区
社
協
の
サ
ロ
ン
活
動
へ
の
参
加
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等
を
通
し
て
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
と
事
業
者
の
協
働
事
業

　

市
で
は
福
祉
活
動
に
対
す
る
担
い
手
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
八
年

に
策
定
さ
れ
た
市
地
域
保
健
福
祉
計
画
で

は
、「
人
材
発
掘
・
人
材
育
成
」
に
重
点
的

に
取
組
む
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
組
み

の
ひ
と
つ
が
、
市
の
条
例
に
基
づ
く
協
働

事
業
「
ふ
く
し
の
手　

全
員
集
合
」
で
す
。

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
の
事
業
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
敬
愛
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
パ
パ
ボ
ラ
や
ま

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
想
（
以
下
、「
想
」）
と
市
と
が
、
互

い
の
活
動
内
容
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
福
祉
活
動
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知

識
を
活
か
し
た
講
習
会
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
受
講
者
の
中
に

は
後
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
方
も

あ
り
、
着
実
に
成
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

想
代
表
の
田
丸
直
子
さ
ん
は
、「�
ふ
く

し
の
手
�
に
は
、
想
の
経
験
を
活
か
し
た

い
と
い
う
想
い
と
、
市
や
他
の
団
体
に
想

の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
参
加
し

ま
し
た
。
協
働
事
業
を
通
し
て
事
業
者
同

士
の
顔
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
利
用
者
へ

の
支
援
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
ね
」
と
話

し
ま
す
。「
ふ
く
し
の
手
」以
外
の
場
面
で

も
、
想
と
同
じ
く
個
別
支
援
活
動
を
行
う

地
区
社
協
と
、
地
区
の
情
報
や
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

大
和
市
で
は
、
地
区
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
多
様
な

主
体
が
、
接
点
を
大
切
に
互
い
に
理
解
を

深
め
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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　平成１２年４月、介護保険法導入にて全国
的にグループホームの開設ラッシュによ
り、神奈川県内でも急速に数が増しまし
た。それに伴いサービスの質の確保・人材
育成・サービス評価が急務とささやかれ、
県域でも先駆的に取組まれていた事業所・
学識経験者・神奈川県行政職員の熱意・期
待・危機感と共に、平成１３年５月『神奈川
県認知症高齢者グループホーム協議会』を
発足させました。県域の数多くの事業所の
方々に賛同していただき、早いもので６年
が経過しました、この間にも当協議会とし
て様々な取組み（各研修会・交換研修会・
全国各協議会との情報交換・評価事業）や、
多方面への協力（県域内連絡会との意見交
換会・全国グループホーム協議会）をして
きました。
　平成１８年４月介護保険法改正により、地
域密着型サービスが創設され認知症対応型
共同介護事業と位置づけられました。会員
の方々と協議会としての取組み方、存在意
義について再度考えを深め、協議会として
『利用者・家族・地域住民・現場スタッフ
・会員の声を』反映できる講演会、研修会、
情報交換の場づくりの開催、各機関との協
力体制作りに取組んでいます。
　現在、神奈川県域内グループホームは
４９０カ所となり、当協議会会員も２７５事業所
が会員登録され、講演会・研修会を通して事
業所としての質の向上に取組んでいます。
また、昨年度から当協議会で広報誌『きらっ
と』（季刊誌）を発行することになりました。
より地域に根ざした協議会を目指し、より
多くの地域の声・現場の声を聞き、会員皆
様の発信源となるよう頑張っています。
　最後になりましたが、当協議会に関心の
ある方・未加入事業所の方々、協議会を通
して、より良いサービス提供のあり方・情
報交換を一緒にしてみませんか。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク181

“グル協”の活動を
紹介します！

（福）ふじ寿か会
グループホーム　
　　そまやまの里

塚田明人

約３６００世帯が暮らす
広大ないちょう団地

※
「
外
国
に
つ
な
が
る
住
民
」
と
は
、

外
国
籍
の
方
の
み
な
ら
ず
、
外
国
の

文
化
や
言
語
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
持
つ
日
本
国
籍
や
無
国
籍

の
方
を
含
め
た
考
え
で
す
。

「水餃子をつくる会」では楽しい雰囲気の
中、住民同士の交流がはかられました
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ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば�
県
社
協
の
ひ
ろ
ば�

安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
社
会
へ 

〜
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

　

去
る
十
月
十
八
日
、
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
、
第
五
十
六
回
県
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
講
演
に
は
、
江
村
利
雄

氏
（
前
大
阪
府
高

槻
市
市
長
）
を
お

招
き
し
、『「
寝
た

き
り
夫
人
の
介
護

体
験
記
」
―
夫
の

か
わ
り
は
お
り
ま

へ
ん
―
』と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
江
村
さ
ん
は
、
平
成
十
一
年
、

夫
人
の
介
護
を
理
由
に
、
任
期
を
残
し
た

ま
ま
市
長
を
辞
任
し
大
き
な
反
響
を
呼
び

ま
し
た
。

　

来
場
者
に
向
か
い
、「
し
ゃ
べ
っ
て
笑

っ
て
楽
し
く
介
護
し
て
い
る
。
在
宅
介
護

が
ど
ん
な
に
し
ん
ど
い
か
よ
く
わ
か
る
の

で
、
自
分
の
気
力
を
大
切
に
し
て
」
と
、

軽
妙
な
�
高
槻
弁
�
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た

た
え
、
県
知
事
表
彰
や
本
会
会
長
表
彰
、

共
同
募
金
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
の
内
訳
は
、
県
介
護

賞
（
九
人
）、
社
会
福
祉
関
係
者
知
事
表
彰

（
五
十
七
人
、
九
団
体
）、
共
同
募
金
運
動

功
労
者
知
事
表
彰
（
二
十
九
人
、
七
団

体
）、
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続

表
彰
（
七
人
）、
県
社
協
会
長
表
彰
（
五

百
五
十
四
人
、
九
十
三
団
体
）、
県
社
協
会

長
感
謝
（
三
百
十
四
人
、
十
七
団
体
）、

県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
個
人
百
三
十

七
人
、
団
体
二
十
四
団
体
）
で
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
と
し
て
挨
拶
し
た
伊
藤
登

さ
ん（
川
崎
市
社
会
福
祉
事
業
団
）は
、「
川

崎
に
て
三
十
数
年
、
知
的
障
害
の
あ
る
方

に
元
気
を
も
ら
っ
て
き
た
。
利
用
者
の
心

に
残
る
支
援
を

め
ざ
し
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
活

動
の
推
進
に
努

力
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

（
総
務
担
当
）

児
童
の
自
立
を
支
え
る
た
め
に 

〜
「
萬
谷
児
童
福
祉
基
金
」
を
創
設

　

本
会
で
は
、
故
萬
谷
富
子
氏
よ
り
遺
贈

さ
れ
た
二
億
六
千
八
百
万
円
を
原
資
と
し

て
、
新
た
に
「
萬
谷
児
童
福
祉
基
金
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

本
基
金
は
、「
県
内
の
児
童
養
護
施
設

を
終
え
た
者
の
進
学
ま
た
は
自
立
の
援
助

に
給
付
す
る
」
と
い
う
故
人
の
遺
言
趣
旨

に
基
づ
き
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
本
基
金
か
ら
生
じ
る
果
実

（
利
息
）
に
よ
り
、
県
内
の
児
童
養
護
施

設
等
に
在
籍
ま
た
は
里
親
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ

て
い
る
児
童
を
対
象
に
、
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
へ
進
学
す
る
際
の
支
度
金
と
し

て
一
人
四
十
万
円
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
十
月
一
日
よ
り
募
集
を
開
始

し
、
選
考
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
四
月
に

進
学
す
る
児
童
十
名
に
交
付
す
る
予
定
で

す
。

　

児
童
養
護
施
設
等
で
生
活
す
る
児
童
の

中
に
は
、
大
学
等
へ
の
進
学
を
希
望
し
て

も
、
経
済
的
・
社
会
的
な
理
由
か
ら
進
路
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
将
来
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力

し
て
い
る
児
童
も
多
く
お
り
、
本
基
金
の

活
用
に
よ
り
、
児
童
の
夢
・
自
立
を
支
え

る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
） 

　

白
十
字
会
林
間
学
校
施
設
長
・

山
川
保
氏
（
本
会
児
童
福
祉
施
設

協
議
会
委
員
長
・
参
加
と
協
働
推

進
委
員
会
委
員
長
）
よ
り
ご
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
萬
谷
児
童
福
祉
基
金
」の
創
設 

に
よ
せ
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
親
と
共

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
多
く
の
方
々

や
関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
成
長

し
て
い
ま
す
。
将
来
を
考
え
、
自

分
を
見
つ
め
、
自
分
の
背
負
っ
て

い
る
問
題
の
大
き
さ
や
、
現
実
の

厳
し
さ
の
中
で
、
大
学
等
へ
の
進

学
を
夢
み
、
希
望
す
る
と
き
、
こ

の
萬
谷
児
童
福
祉
基
金
は
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
家
庭
を
築
い
て
い
く
で
あ
ろ

う
、
よ
き
親
と
な
る
た
め
に
も
支

援
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご

支
援
と
温
か
い
見
守
り
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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人
と
人
の
つ
な
が
り
が
地
域
を
つ
く
る

〜
日
常
生
活
圏
域
活
動
実
践　
　
　
 

交
流
集
会
開
催

　

地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
生
活

し
、
多
様
な
生
活
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
誰
も
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
住
民
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
団
体
の
実
践
か
ら

学
び
あ
い
、
こ
れ
か
ら
の
支
え
あ
い
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
た
め
、「
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
」
と
題
し
、
去
る
十
月
二
十

四
日
に
日
常
生
活
圏
域
活
動
実
践
交
流
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
人
た
ち
へ
の
日

本
語
教
室
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
補
助

教
室
等
を
行
う
共
学
舎
の
代
表
、
ま
た
、

養
護
学
校
教
諭
で
も
あ
る
高
橋
清
樹
氏
が
、

外
国
に
つ
な
が
り
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
の
整
備
を
テ

ー
マ
に
取
り
組
む
中

で
、「
一
人
ひ
と
り
の

生
活
福
祉
ニ
ー
ズ
の
違

い
に
あ
わ
せ
て
支
援
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
が
急
務
で
あ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

養
護
学
校
教
諭
で
あ
る
飯
村
薫
氏
は
、

養
護
学
校
が
週
五
日
制
と
な
り
、
学
外
で

の
児
童
の
生
活
時
間
が
増
え
た
こ
と
か
ら

生
じ
る
課
題
に
対
応
し
、
市
内
の
高
校
生

に
呼
び
か
け
、
月
一
回
、「
遊
び
の
場
」
を

提
供
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
児

童
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

教
師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
に
地
域
資
源
に
働
き
か
け

て
い
く
か
が
重
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
鎌
倉
静
養
館
施
設
長

の
西
�
猛
之
氏
は
、
施
設
が
地
域
の
拠
点

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
中
で
、
二
十
一
年

間
、
行
政
や
民
生
委
員
等
と
協
力
し
な
が

ら
独
居
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
毎
年
参
加
す

る
市
社
協
主
催
の
�
朝
顔
市
�　

で
は
、
入

居
者
自
ら
が
朝
顔
の
花
を
育
て
る
こ
と

で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
育
っ
て
い
ま

す
」
と
、
愛
着
を
こ
め
て
地
域
を
語
り
ま

し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
三
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
事
例
発
表
者
と
参
加
者
が
と
も
に
自

ら
の
経
験
を
語
り
あ
い
ま
し
た
。
互
い
の

活
動
の
理
解
を
深
め
、
つ
な
が
り
を
生
む

機
会
と
な
っ
た
交
流
集
会
で
し
た
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
） 

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
に

〜
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　
　
　

利
用
者
家
族
ア
ン
ケ
ー
ト
第
三
弾
発
行
！

　

本
会
で
は
、
一
昨
年
と
昨
年
に
引
き
続

き
、
平
成
十
八
年
度
実
施
の
「
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
に
お
け

る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」を
集
約
し
、

「
利
用
者
の
声
を
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
つ
な
げ
る
た
め
に
」vol.３

を
発
行
し

ま
し
た
。

　

本
冊
子
で
は
、
利
用
者
家
族
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
集
計
し
、
個
別
意
見
を
多

数
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
、
利
用
者
・
家
族
が

「
意
見
を
述
べ
や
す
い
」
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
事
業
所
が
取
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
職
員
が
自

己
点
検
に
使
え
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
掲

載
し
、
ふ
り
か
え
り
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
介
護
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る

方
み
な
さ
ま
に
本
冊
子
を
幅
広
く
お
役
立

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
本
冊
子
の
内
容
は
、
県
社
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
特
に
ご
希
望
の
方
は
、
百
四
十
円

切
手
を
同
封
の
上
、
本
会
企
画
調
整
・
情

報
提
供
担
当
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

第
三
者
評
価
結
果
を
一
件
公
表
し
ま
し

た
〈
障
害
分
野
〉

◇
事
業
所
名

　

横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
身
体
障
害
者
更
生
施
設

（
横
浜
市
港
北
区
鳥
山
町
１
７
７
０
）

◇
評
価
結
果
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.p
rog
ress.co.jp

/m
em
b
e

rs/jinsyakyo/syakyo/hyouka/3hyo

uka10.htm
l 　（

第
三
者
評
価
機
関
か
な
が
わ
）
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項目ごとに集計・グラフ
化し、寄せられた意見を
多数掲載しています
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★
平
成　

年
度
高
齢
者
の
介
護
予
防
・

18

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
報
告
書
〜
認
知

症
予
防
の
普
及
の
た
め
に
（
か
な
が
わ

健
康
財
団
）

★
全
国
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会

会
員
法
人
基
礎
調
査
報
告
書
（
全
国
社

会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会
）

★
社
会
福
祉
法
人
「
経
営
指
標
」（
全
国

社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会
）

★
平
成　

年
度　

事
業
報
告
（
神
奈
川

18

�

★
好
き
こ
そ
仕

事
の
原
点
で
す
〜
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
作
る
・
魅
せ

る
・
人
と
交
わ
る
」（
村
田
裕
子
著
、

筒
井
書
房
）

　

こ
の
本
に
登
場
す
る
８
人
は
、「
好

き
」に
導
か
れ
て
プ
ロ
の
道
を
歩
み

続
け
、常
に
理
性
的
に
仕
事
を
進
め

向
上
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
改

め
て
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

★
市
町
村
合
併
と
地
域
福
祉
〜
「
平
成

の
大
合
併
」
全
国
実
態
調
査
か
ら
み
た

課
題（
川
村
匡
由
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
学
ぶ
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
本
質
〜
サ
ー
ビ
ス
評
価
を

活
か
し
て
ケ
ア
の
質
向
上
を
（
認
知
症

介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
監
修
、

中
央
法
規
）

★
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
連
携
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
斉
木
和
夫
・
松
田
栄
子
編
、

医
歯
薬
出
版
）

★
対
話
形
式
で
よ
く
わ
か
る　

成
功
す

る
介
護
事
業
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
岩

田
修
己
著
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
シ
ス
テ
ム
）

★
あ
そ
ん
で
つ
く
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
！
〜
Ｐ
Ｉ
Ｃ
シ
ン
ボ
ル
と
Ｊ
Ｉ

Ｓ
絵
記
号
を
活
用
し
た
特
別
支
援
教
育

の
た
め
の
教
材
集
（
藤
澤
和
子
・
岡
田

さ
ゆ
り
・
槇
場
政
晴
著
、
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
研
究
所
）

★
高
齢
者
介
護
施
設
の
褥
瘡
ケ
ア
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
褥

瘡
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
委
員
会

編
、
中
央
法
規
）

★
鎌
田
實
の
し
あ
わ
せ
介
護
〜
苦
し
み

を
喜
び
に
変
え
る
３
３
の
ヒ
ン
ト
（
鎌

田
實
著
、
中
央
法
規
）

★
介
護
現
場
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

ほ
か
３
冊

新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
）

★
地
域
を
つ
く
る
市
民
を
応
援
す
る
共

同
募
金
へ
の
転
換
〜
中
央
共
同
募
金
会

企
画
・
推
進
委
員
会
答
申
（
中
央
共
同

募
金
会
）

★
平
成　

年
度
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ

18

ス
運
営
適
正
化
委
員
会
事
業
報
告
書

（
神
奈
川
県
社
協
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー

ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
）

★
発
達
障
害
研
究
所
年
報　

第　

号
35

（
愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
発
達

障
害
研
究
所
）

★
長
寿
・
子
育
て
・
障
害
者
基
金
平
成

　

年
度
事
業
年
鑑
（
福
祉
医
療
機
構
）

18★
こ
ど
も
と
学
ぶ　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動
発
足

　

周
年
記
念
式
典（
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
）

60★
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書（
概
要
版
）

（
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
）ほ

か
２
冊

資　
　
　
　

料

図　
　
　
　

書
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「福祉情報資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/

～「新着情報コーナー」をぜひご利用ください ! ～

�

★
図
で
見
る
介
護
労

働
の
実
態
〜
平
成　

年
９
月
実
施
の

18

介
護
労
働
実
態
調
査
結
果
か
ら
（
介

護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）　

　

雇
用
管
理
上
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
絞
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図
表
を
多
く
使
っ
て
い
る
た
め
、
見

や
す
く
わ
か
り
や
す
い
資
料
で
す
。

『「がんに効く」
民間療法のホント・ウソ』

住吉義光、大野智著

神奈川県医療福祉施設協同組合
専務理事　　田中　滋

　この本の表紙の「がんに効く」、「その健
康食品は本当に効きますか？」に目が留
まり、思わず手を伸ばしてしまいました。
　「なぜなのか」と後に思い起こしてみ
ましたら、私はまさに「がん」のお年頃
であり、「健康食品」なんて怪しく「う
さんくさい」ものと思っていたことから
興味を惹いたのではと思いました。
　著者のお二人は現役の「がん」の専門
医で内容はきちんとした科学的なもの
となっています。「健康食品」について
『ＱＯＬ（生活の質を改善するのか？）、
『手術、抗がん剤、放射線治療の副作用
を軽減するか？』、『再発を予防したり、
生存期間を延長す
るか？』、などの４
点の切り口で、臨床
的にとてもよく整
理されています。
　「がん」のお年頃
の方にはもちろん
のこと、そうでない
方にも是非おすす
めしたい一冊です。

２００７年７月刊
定価１，３００円（税込）
中央法規出版

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

自
助
具
製
作
教
室
開
催
の
ご
案
内

　

本
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
に
便
利
な

道
具
を
つ
く
る
「
自
助
具
製
作
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝　

月　

日（
土
）　

時
〜　

時
、

１１

２４

１０

１６

　

月
１
日（
土
）　

時
〜　

時

１２

１０

１６

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　
　
１２

階
（
横
浜
駅
下
車
徒
歩
５
分
）

◇
内
容
＝
自
助
具
の
製
作
体
験
と
、
自
助

具
を
利
用
し
て
生
活
を
工
夫
し
て
い
る
方

と
の
交
流
会

◇
参
加
費
＝
千
円

◇
定
員
＝
各
回　

名
程
度

１０

◇
申
込
方
法
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に

て
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
希

望
日
・
自
助
具
に
関
わ
っ
た
経
験
（
あ
れ

ば
）
を
記
入
し
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
・
申
込
先
＝
と
も
し
び
運
動
推

進
担
当　

�：

　

－

　

－

６
３
０
７

０４５

３１２

メ
ー
ル：

b
ff@
jin
sy
ak
y
o.or.jp

　

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル
討
論
会

　

ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
青
少
年
や
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
関
水
実
氏
（
よ
こ

は
ま
・
自
閉
症
支
援
室
室
長
）
の
講
演

「
発
達
障
害
の
あ
る
若
者
へ
の
支
援
〜
社

会
参
加
に
向
け
て
〜
」
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
自
立
支

援
の
取
組
み
か
ら
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝　

月
２
日（
日
）　

時　

分
〜　

１２

１３

３０

１６

時　

分
３０

◇
会
場
＝
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー　

サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ（
横
浜
市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
９－

１
）

◇
定
員
＝
１
５
０
名

◇
申
込
方
法
＝　

月　

日（
木
）ま
で
電
話

１１

２２

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み

◇
問
合
せ
・
申
込
先
＝
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
課

�　

－

　

－

４
４
６
７

０４５

２６３

�　

－

　

－

８
１
９
０

０４５

２４２

平
成　

年
度
交
通
遺
児
大
学
等
入
学 

１９

支
度
金
の
募
集　

　

神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
は
、
県

社
協
の
協
力
を
得
て
、
大
学
等
に
進
学
を

希
望
す
る
交
通
遺
児
の
高
校
生
に
対
し
、

入
学
支
度
金
を
支
給
す
る
制
度
を
発
足
さ

せ
、
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
支
給

額
は
一
人　

万
円
で
、
返
済
の
必
要
は
な

４０

し
。
初
年
度
は　

年
４
月
に
大
学
、
短

０８

大
、
専
門
学
校
に
進
学
す
る
５
人
を
予
定
。

◇
提
出
書
類
＝
所
定
の
申
請
書
、
成
績
証

明
書
、
課
題
作
文
（
テ
ー
マ
は
「
夢
」
で
、

８
０
０
字
以
内
）、
交
通
遺
児
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
公
的
な
書
類

◇
締
切
＝　

月　

日
（
消
印
有
効
）

１２

２９

◇
決
定
＝　

年
２
月
末
ま
で
に
、
当
事
業

０８

団
の
委
嘱
す
る
選
考
委
員
が
審
査
・
選
考

◇
問
合
先
＝（
財
）神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団　

�　

－

　

－

０
６
１
５

０４５

２２２

第　

回
自
閉
症
児
・
者
巡
回
作
品
展
の

１８
開
催

　

県
域
の
自
閉
症
児
・
者
の
作
品
（
絵
画

・
書
・
手
工
芸
品
等
）
の
展
示
と
、
自
閉

症
に
つ
い
て
の
説
明
パ
ネ
ル
等
の
展
示
等

を
通
じ
て
、
一
般
の
方
々
へ
の
自
閉
症
に

つ
い
て
の
理
解
を
広
げ
ま
す
。
作
品
展
は

県
内
数
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
期
間
・
会
場
＝
①
【
横
須
賀
市
】　

月
１１

　

日
〜　

月
２
日
・
横
須
賀
市
民
サ
ポ
ー

２３

１２

ト
セ
ン
タ
ー
、
②
【
寒
川
町
】
１
月　

日
１５

〜　

日
・
寒
川
町
役
場
、
③
【
茅
ヶ
崎
市
】

１８
１
月　

日
〜　

日
・
茅
ヶ
崎
市
役
所
、
④
【
海

２１

２５

老
名
市
】
１
月　

日
〜
２
月
１
日
・
海
老

２８

名
市
役
所
、
⑤
【
秦
野
市
】
２
月　

日
〜

１５

　

日
・
秦
野
ジ
ャ
ス
コ
、
⑥
【
座
間
市
】

１７２
月　

日
〜
２
月　

日
・
座
間
市
役
所

２５

２９

◇
入
場
料
＝
各
会
場
と
も
無
料

◇
問
合
先
＝
県
自
閉
症
児
・
者
親
の
会
連

合
会
�　

－

　

－

０
５
４
２

０４６

２９７

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
託
金
】
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
日
産
横
浜
自

動
車
大
学
校
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
オ
ー

ト
バ
ッ
ク
ス
大
船
店
▽
神
奈
川
県
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
▽
神
奈
川
県
市
町
村
職

員
共
済
組
合
保
養
所
ち
と
せ
荘
▽
神
奈
川

県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
▽
葛
の
湯

▽
済
生
会
若
草
病
院
▽
�
茶
道
裏
千
家
淡

交
会
相
模
支
部
▽
す
す
き
の
保
育
園
▽
第

二
常
盤
湯
▽
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
根
岸
橋
店
▽
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
�
関
東
第
一
営
業
部

　
（
計　

四
六
六
、
八
四
二
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
石
油
業
協
同

組
合
▽
ジ
ョ
ン
ソ
ン
株
式
会
社
▽
原
田
三

郎 

（
敬
称
略
）
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発
行
日　

２
０
０
７
年（
平
成　

年
）　

月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

１９

１１

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

何
気
な
い
一
言
か
ら
取
り
組
み
へ

阿
久
和
北
部
地
区
社
協
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）

　

相
鉄
線
三
ツ
境
駅
か
ら
徒
歩
約
二
十

分
、
南
に
行
く
と
、
平
成
十
九
年
度
優

良
地
区
社
協
表
彰
を
受
賞
し
た
「
阿
久

和
北
部
地
区
社
協
」
の
エ
リ
ア
に
入
り

ま
す
。

地
域
の
動
き
が
把
握
で
き
る

　

阿
久
和
地
区
社
協
（
以
下
、「
地
区
社

協
」）
で
は
、「
社
協
を
構
成
す
る
代
表

い
ろ
り
端
で
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
回
覧

板
や
掲
示
板
で
募
集
。
フ
レ
ー
ズ
効
果

か
約
二
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

募
集
に
あ
っ
て
は
、
集
う
場
を
地
域

の
長
屋
門
公
園
に
設
定
し
た
の
も
特
徴

と
い
え
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
自
治

会
館
だ
っ
た
ら
来
な
か
っ
た
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
か
ら
、
子
ど
も
の
声

が
地
域
に
無
く
な
っ
た
と
の
声
が
挙
が

っ
た
こ
と
を
受
け
、
自
発
的
に
「
お
神

輿
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。
お
神
輿
は
お

祭
り
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、�
お
や
じ
�
は
自
分
た
ち
で
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
色
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
行
事
の
都
度
、
こ
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
活
躍
す
る
も
の
だ
か
ら
、
一

つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
二
、
三
人
し
か
関
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
目
立

つ
」
そ
う
で
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

阿
久
和
北
部
地
区
社
協
は
、
サ
ロ
ン

等
で
聞
か
れ
た
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
、
社

協
を
構
成
す
る
各
団
体
の
意
思
・
方
向

性
の
統
一
を
図
り
な
が
ら
、
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

会
議
で
地
域
の
動
き
が
わ
か
る
ん
で

す
」
と
話
す
の
は
、
地
区
社
協
会
長
の

清
水
靖
枝
さ
ん
。

　

地
域
福
祉
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」
を
定
期
的
に
開
催

し
、
こ
こ
で
あ
が
っ
た
声
を
活
動
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　
「
世
代
を
越
え
、
誰
も
が
集
え
る
場

が
欲
し
い
」の
声
に
、
昨
年
度
か
ら「
喫

茶
だ
ん
ら
ん
」
を
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で

開
催
。
運
営
は
民
生
委
員
が
中
心
に
行

っ
て
い
ま
す
。「
だ
ん
ら
ん
」へ
の
参
加

は
自
由
で
、「
井
戸
端
会
議
の
延
長
み

た
い
に
、
い
つ
も
に
ぎ
や
か
」
に
開
か

れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
担
い
手
の
�
お
や
じ
�
た
ち

　
「
中
高
年
の
人
を
地
域
に
取
り
込
み

た
い
ね
」
と
い
う
声
か
ら
、
昨
年
、
中

高
年
の
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
お

や
じ
の
広
場
」を
組
織
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
会
社
で
も
な
い
、
家
で
も
な
い
、
何

の
し
が
ら
み
も
な
い
〜
ビ
ー
ル
片
手
に

自
作
の
御
輿
と�
お
や
じ
�

達（
中
央
は
清
水
さ
ん
）

者
に
よ
る
会
議

を
月
一
回
定
期

的
に
開
催
し
、

各
機
関
の
動
き

を
把
握
し
ま

す
。
各
機
関
の

行
事
に
対
し
て

は
、
関
係
機
関

の
機
能
に
寄
ら

ず
、
そ
の
場
で

役
割
分
担
を
行

い
ま
す
。
こ
の
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